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要旨

ヘルスプロモーションのための心肺持久性評価指標としての相対心拍数増加率（Δ%HR/ΔWR）及びその体重補

正値（Δ%HR/Δ（WR/BM））について、日本人成人の性別・年齢別の５段階評価基準値を明らかにするとともに、

加齢に伴う変化率及び性差についても検討した。まず、20～64歳までの健康な男女2430名（男性：814名、女性：

1616名）を対象に、性別に、５歳刻みで年齢を区分し、各年齢区分のΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の

平均値（m）及び標準偏差（SD）に基づき、５段階評価基準の境界値として m-1.5SD、m-0.5SD、m+0.5SD及び

m+1.5SDを求めた。各境界値と年齢の関係が、男女とも20～65歳の範囲で、いずれもほぼ直線関係とみなし得たこ

とから、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の５段階評価の各境界値と年齢の回帰式を男女ごとに求めた。こ

れらの回帰式に年齢を代入することにより、その年齢におけるΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の５段階

評価基準値を求めることができる。また、これらの基準値が日本人の標準的な基準値として妥当であるかを検討す

るために、同対象について、年齢区分ごとに、握力、上体おこし、長座位体前屈及び全身反応時間の平均値及び標

準偏差をそれぞれ求め、既存の日本人の評価基準値と比較し、検討した。その結果、同対象者の握力、上体おこし、

長座位体前屈及び全身反応時間の体力レベルが、概ね男女とも各年齢区分において日本人の標準的なレベルである

と考えられたことから、今回作成したΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の５段階評価基準値は、日本人成

人の評価基準値として妥当性があると考えられた。Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）における平均値と年

齢の回帰直線に基づく加齢による変化率は、男女とも10年間に７～８%の割合で、加齢に伴い高く（心肺持久性と

しては低く）なり、また、性差については、Δ%HR/ΔWRにおいて女性は男性よりも概ね53～49%高い（心肺持久

性としては低い）値を示し、Δ%HR/Δ（WR/BM）において女性は男性よりも概ね19～25%高い（心肺持久性とし

ては低い）値を示していた。このような加齢に伴う変化及び性差は、最大酸素摂取量（V
毅

O２ max）及びその体重補

正値（V
毅

O２ max/BM）と概ね同様の傾向であると考えられた。

キーワード：（心肺持久性）（相対心拍数）（日本人基準値）（ヘルスプロモーション）

（CardiorespiratoryEndurance）（RelativeHeartRate）（JapaneseStandard）（HealthPromotion）
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Ⅰ．はじめに

著者らは、ヘルスプロモーションを目的として行われる一般的な健康・体力測定において、従来のような最大酸

素摂取量（以下、V
毅

O２ max）の推定ではなく、健康づくりの現場で比較的普及している自転車エルゴメータを用い

て、漸増負荷運動中の仕事率（以下、WR）に対する相対心拍数（以下、%HR）の増加率（相対心拍数増加率：以

下、Δ%HR/ΔWR）そのものを指標とする評価法を考案した。これまで、このΔ%HR/ΔWRについて、心肺持久

性評価指標としての妥当性１，２，３）、推定値の精度４，５）、再現性６）、実用的意義７）、トレーニングによる影響８）、健康

関連因子との相互関係９）及び性・年齢との関連10）について検討を行ってきた。

Δ%HR/ΔWR及びその体重補正値のΔ%HR/Δ（WR/BM）と性・年齢との関連について、先行研究10）では性差

がみられ、また、男女とも20～60歳の間において緩やかに増加する（心肺持久性としては低下する）ことが推察さ

れた。これらのことから、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）についてもV
毅

O２ max及びその体重補正値であ

るV
毅

O２ max/BM と同様に、性別・年齢別の評価基準値を検討することは意義あることと考えられる。そこで本研

究では、日本人の成人男女2430名を対象に、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）を測定し、性別に、各年齢

区分の平均値及び標準偏差（以下、SD）に基づき、５段階評価区分の基準値を設定した。また、それらの基準値が

日本人における評価基準値として妥当であるかを検討するために、同対象において同時に測定した他の体力項目の

平均値及び SDをそれぞれ求め、既存の最近の日本人の評価基準値と比較検討した。さらに、Δ%HR/ΔWR及び

Δ%HR/Δ（WR/BM）における平均値と年齢の回帰直線に基づき、加齢に伴う変化率及び性差についても検討した。

Ⅱ．方法

１．対象

兵庫県内のＫ健康増進施設のトレーニングジムを利用した者で、Ｋ施設規定の健康・体力測定を受けた20～64歳

の健康な日本人成人2430名（男性814名、女性1616名）を対象とした。

２．健康・体力測定

体力測定項目は、握力、上体おこし、長座位体前屈、全身反応時間及び心肺持久性として最大下の負荷テストに

よるΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）であった。また、体力測定に先立って、身長、体重及び体脂肪率

（Impedance法）の測定が行われた。なお、握力、上体おこし、長座位体前屈及び全身反応時間の測定は「THP

健康測定における運動機能検査11）」の方法に基づき行われた。また、心肺持久性としてのΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/

Δ（WR/BM）の測定は、次の負荷テストに基づき吉岡ら７）と同様の方法で行われた。

負荷テスト：Δ%HR/ΔWRを測定するための負荷テストは、健康・体力測定の一環として、他の体力測定に先

だって、10分間以上の座位安静の後、電磁抵抗式の自転車エルゴメータ（Combi232CXL、Japan）を用いて行われ

た。自転車の駆動は、１分間に50回転を保ち、１分ごとに10W、 15Wまたは20Wのランプ負荷で、対象者の %HR

が60％に達するまで続けられ、その後クールダウンが行われた。なお、この場合の60%の %HRは Karvonen法12）

により求められた。また、ランプ負荷の割合の選択は、ランプ負荷運動の時間が６～12分になるように、主に性、

年齢及び自己申告による心肺持久性の優劣に基づき行われた13）。負荷テスト中の心拍数（以下、HR）は連続測定さ

れ、HR及び WRは30秒ごとの平均値として記録された。なお、安静時の HRは負荷テスト前の座位安静時の平

均 HRが用いられた。

３．体力測定値の検討

今回の対象の体力レベルが日本人の標準として妥当であるかを検討するために、性別に５歳刻みで年齢を区分し、
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年齢区分ごとに、握力、上体おこし、長座位体前屈及び全身反応時間の平均値及び SDをそれぞれ求め、既存の日

本人の基準値（文献値A14）、文献値B15））と比較した。

Δ%HR/ΔWRの５段階評価区分の設定：まず、性別に５歳刻みで年齢を区分し、年齢区分ごとにΔ%HR/ΔWR

及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の平均値（m）及び SDを基に、５段階評価区分の境界値として m-1.5SD、m-0.5SD、

m+0.5SD及び m+1.5SDをそれぞれ求めた。次に、５段階評価区分の各境界値と年齢の回帰式を男女別にそれぞれ

求めた。これらの回帰式に年齢を代入することにより、その年齢の５段階評価区分の基準値を求めることができる。

すなわち、m+1.5SD以上を verypoor（非常に劣る）、m+0.5SD以上 m+1.5SD未満を poor（劣る）、m-0.5SD以

上m+0.5SD未満を average（平均的）、m-1.5SD以上 m-0.5SD未満を good（優る）及び m-1.5SD未満を very

good（非常に優る）の５段階の体力評価区分を設定することができる。

４．統計

回帰直線を求める際には最小二乗法を用いた。

５．倫理的配慮

本研究は、心肺持久性評価指標としてΔ%HR/ΔWRを採用しているＫ施設の協力を得て行ったもので、対象の資

料（健康・体力測定値等）は、匿名化されたものをＫ施設の許可を得て取得し分析に用いた。

Ⅲ．結果

Table1には男女別に対象者の年齢区分別の人数及び平均年齢を示した。また、Table2には各年齢区分におけ

る身長、体重及び体脂肪率の平均値（SD）を男女別に示した。

Fig.１には握力について、Fig.2には上体おこしについて、Fig.3には長座位体前屈について及びFig.４には全身反

応時間について、各年齢区分における今回の対象者の平均値（SD）、文献値Ａ14）及び文献値Ｂ15）の平均値（SD）

をそれぞれ男女別に示した。今回の握力について、男性はいずれの年齢においても文献値Ａとほぼ同じ値を示し、

文献値Ｂよりやや高い値を示していた。女性はいずれの年齢においてもほぼ文献値Ａと文献値Ｂの間の値を示して

いた。今回の上体おこしについて、男性はいずれの年齢においても文献値Ａ及び文献値Ｂよりやや高い値を示して

いた。女性は40歳までは文献値Ａ及び文献値Ｂとほぼ同じ値を示していたが、50歳以降では文献値Ａ及び文献値Ｂ

よりやや低い値を示していた。今回の長座位体前屈については、男性では55～59歳の年齢区分において極端に低い

値を示していたが、それ以外はほぼ文献値Ａと文献値Ｂの間の値を示していた。女性では40～45歳及び55～64歳の

年齢区分において極端に高い値を示していたが、それ以外は文献値Ｂとほぼ同じ値を示していた。今回の全身反応

時間については、男女とも20～30歳にかけては文献値Ａ及び文献値Ｂとほぼ同じ値を示していたが、40歳以降は文

献値Ａ及び文献値Ｂよりも低い値を示していた。
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Table1.Numberofsubjectsandmeanageineachagegroup

Men Women

Age group Mean age Number Mean age Number
[years] [years] of subjects [years] of subjects

20 - 24 22.3 126 22.4 310
25 - 29 27.0 185 26.9 332
30 - 34 31.8 112 31.8 230
35 - 39 37.1 89 36.9 151
40 - 44 42.2 89 41.9 146
45 - 49 47.0 87 47.2 170
50 - 54 51.9 61 51.7 127
55 - 59 56.6 41 56.5 88
60 - 64 61.9 24 61.7 62

Age group Height Body mass %Fat
[years] [cm] [kg] [%]
20 24 172.2 (5.9) 66.8 (9.9) 19.4 (5.2)
25 29 172.0 (5.3) 67.6 (9.5) 19.5 (4.9)
30 34 171.8 (5.9) 69.6 (10.4) 21.1 (5.2)
35 39 170.0 (6.0) 69.7 (10.4) 20.7 (5.2)

Men 40 44 170.3 (5.6) 69.6 (9.0) 20.0 (4.0)
45 49 168.7 (5.4) 69.0 (9.7) 20.9 (5.1)
50 54 166.8 (4.8) 67.1 (8.8) 20.0 (5.0)
55 59 168.7 (5.9) 68.5 (8.1) 19.7 (5.5)
60 64 163.4 (5.7) 64.7 (7.9) 19.9 (3.9)
20 24 159.7 (6.1) 53.9 (7.8) 25.5 (5.3)
25 29 159.6 (5.5) 52.7 (7.0) 24.5 (5.2)
30 34 159.2 (5.5) 54.4 (7.5) 25.6 (6.0)
35 39 157.9 (5.0) 55.0 (7.8) 26.4 (6.2)

Women 40 44 158.1 (5.2) 57.3 (9.0) 27.2 (5.8)
45 49 156.8 (5.0) 56.7 (7.7) 27.5 (5.9)
50 54 154.5 (4.6) 56.0 (7.2) 28.2 (6.0)
55 59 152.5 (4.8) 54.8 (7.1) 28.1 (5.2)
60 64 153.0 (4.8) 55.3 (8.3) 28.4 (5.9)

Table2.Meanvaluesofheight,bodymassand%fatineachagegroup
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Table3にはΔ%HR/ΔWRについて、Table4にはΔ%HR/Δ（WR/BM）について、各年齢区分における平均値

（SD）及び５段階評価区分の境界値として m-1.5SD、m-0.5SD、m+0.5SD及び m+1.5SDをそれぞれ男女別に示し

た。Fig.５には男性のΔ%HR/ΔWRについて、Fig.6には女性のΔ%HR/ΔWRについて、Table3の値に基づき、

平均値及び５段階評価区分の各境界値と年齢の関係を示した。20～65歳の範囲ではいずれもほぼ直線関係とみなし

得ると考え、それぞれの回帰直線を求めた。また、Fig.７には男性のΔ%HR/Δ（WR/BM）について、Fig.８には女

性のΔ%HR/Δ（WR/BM）について、Table4の値に基づき、平均値及び５段階評価区分の各境界値と年齢の関係

を示した。Δ%HR/ΔWRと同様に、20～65歳の範囲ではいずれもほぼ直線関係とみなし得ると考え、それぞれの

回帰直線を求めた。Fig.5及び Fig.6に示した回帰式に年齢を代入することにより、その年齢におけるΔ%HR/Δ

WRの５段階評価区分の基準値を求めることができるが、Table5には、それぞれの基準値を求めるための年齢と

の回帰式及び回帰式から求めた20歳、30歳、40歳、50歳、60歳における５段階評価区分の基準値を示した。同様に、

Table6には、体重補正値であるΔ%HR/Δ（WR/BM）の５段階評価区分の基準値を求めるための年齢との回帰式

及び回帰式から求めた20歳、30歳、40歳、50歳、60歳における５段階評価区分の基準値を示した。
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m - m - m + m +Age group Mean (SD) 1.5SD 0.5SD 0.5SD 1.5SD
[years] [%/W] [%/W] [%/W] [%/W] [%/W]
20 24 0.411 (0.070) 0.306 0.376 0.446 0.517
25 29 0.426 (0.065) 0.329 0.394 0.458 0.523
30 34 0.431 (0.071) 0.324 0.396 0.467 0.538
35 39 0.425 (0.071) 0.318 0.390 0.461 0.532

Men 40 44 0.445 (0.073) 0.334 0.408 0.481 0.555
45 49 0.475 (0.087) 0.346 0.432 0.519 0.605
50 54 0.490 (0.089) 0.357 0.446 0.534 0.623
55 59 0.494 (0.078) 0.376 0.455 0.533 0.612
60 64 0.539 (0.113) 0.370 0.483 0.596 0.709
20 24 0.622 (0.096) 0.477 0.573 0.670 0.766
25 29 0.650 (0.091) 0.513 0.604 0.696 0.787
30 34 0.655 (0.109) 0.492 0.601 0.710 0.819
35 39 0.676 (0.120) 0.497 0.616 0.736 0.855

Women 40 44 0.651 (0.100) 0.500 0.600 0.701 0.801
45 49 0.695 (0.112) 0.527 0.639 0.751 0.863
50 54 0.726 (0.117) 0.551 0.668 0.784 0.901
55 59 0.772 (0.130) 0.577 0.707 0.837 0.967
60 64 0.795 (0.158) 0.558 0.716 0.874 1.032

Table3.Meanvalue(SD),mean-1.5SD,-0.5SD,+0.5SDand+1.5SDof
Δ%HR/ΔWRineachagegroup
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m - m - m + m +Age group Mean (SD) 1.5SD 0.5SD 0.5SD 1.5SD
[years] [%/(W/kg)] [%/(W/kg)] [%/(W/kg)] [%/(W/kg)] [%/(W/kg)]

20 24 27.3 (5.3) 19.4 24.6 29.9 35.2
25 29 28.5 (4.3) 22.0 26.3 30.6 34.9
30 34 29.8 (5.7) 21.3 27.0 32.6 38.3
35 39 29.3 (4.8) 22.1 26.9 31.7 36.5

Men 40 44 30.7 (4.9) 23.3 28.2 33.1 38.0
45 49 32.4 (5.5) 24.2 29.7 35.2 40.7
50 54 32.6 (5.7) 24.0 29.7 35.4 41.1
55 59 33.7 (5.7) 25.2 30.8 36.5 42.2
60 64 34.7 (7.2) 23.8 31.1 38.3 45.6
20 24 33.2 (5.3) 25.2 30.5 35.9 41.2
25 29 34.0 (4.9) 26.7 31.6 36.5 41.3
30 34 35.4 (6.2) 26.1 32.3 38.5 44.7
35 39 36.7 (6.0) 27.8 33.7 39.7 45.7

Women 40 44 37.0 (6.5) 27.2 33.7 40.2 46.7
45 49 39.0 (6.1) 29.9 36.0 42.1 48.2
50 54 40.4 (6.4) 30.7 37.1 43.6 50.0
55 59 42.0 (7.5) 30.8 38.3 45.8 53.2
60 64 43.3 (7.8) 31.6 39.4 47.2 55.0

Table4.Meanvalue(SD),mean-1.5SD,-0.5SD,+0.5SDand+1.5SDof
Δ%HR/Δ(WR/BM)ineachagegroup
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Fig.5.RelationshipofagetoΔ%HR/ΔWRforassessmentstandardsinmen.
Linespresentedinthisfigureareregressionlinesofagetomeanvalue(m),

m+1.5SD,m+0.5SD,m-0.5SDandm-1.5SDofΔ%HR/ΔWR.
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Fig.6.RelationshipofagetoΔ%HR/ΔWRforassessmentstandardsinwomen.
Linespresentedinthisfigureareregressionlinesofagetomeanvalue(m),

m+1.5SD,m+0.5SD,m-0.5SDandm-1.5SDofΔ%HR/ΔWR.
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Fig.7.RelationshipofagetoΔ%HR/Δ(WR/BM)forassessmentstandardsinmen.
Linespresentedinthisfigureareregressionlinesofagetomeanvalue(m),

m+1.5SD,m+0.5SD,m-0.5SDandm-1.5SDofΔ%HR/Δ(WR/BM).
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m
y = 0.258x + 27.07
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Fig.8.RelationshipofagetoΔ%HR/Δ(WR/BM)forassessmentstandardsinwomen.
Linespresentedinthisfigureareregressionlinesofagetomeanvalue(m),

m+1.5SD,m+0.5SD,m-0.5SDandm-1.5SDofΔ%HR/Δ(WR/BM).

Men Women
Mean 0.0030 × Age + 0.3350 0.0041 × Age + 0.5216
Mean +1.5SD 0.0042 × Age + 0.3986 0.0060 × Age + 0.6153
Mean +0.5SD 0.0034 × Age + 0.3562 0.0047 × Age + 0.5529
Mean - 0.5SD 0.0025 × Age + 0.3137 0.0035 × Age + 0.4904
Mean - 1.5SD 0.0016 × Age + 0.2713 0.0022 × Age + 0.4280

20years 30years 40years 50years 60years

Mean value 0.395 0.425 0.455 0.485 0.515
Very poor (Above) 0.483 0.525 0.567 0.609 0.651

Men Poor (Above) 0.424 0.458 0.492 0.526 0.560
Average (Above) 0.364 0.389 0.414 0.439 0.464
Good (Above) 0.303 0.319 0.335 0.351 0.367
Very good (Below) 0.303 0.319 0.335 0.351 0.367
Mean value 0.604 0.645 0.686 0.727 0.768
Very poor (Above) 0.735 0.795 0.855 0.915 0.975

Women Poor (Above) 0.647 0.694 0.741 0.788 0.835
Average (Above) 0.560 0.595 0.630 0.665 0.700
Good (Above) 0.472 0.494 0.516 0.538 0.560
Very good (Below) 0.472 0.494 0.516 0.538 0.560

Unit of values: [%/W]

Table5.RegressionequationsofagetoΔ%HR/ΔWRforassessmentstandardsand
assessmentstandardsat20,30,40,50and60yearsinmenandwomen



Ⅳ．考察

今回の対象の体力レベルが日本人の標準として妥当であるかを検討するために、まず対象の握力、上体おこし、

長座位体前屈及び全身反応時間を既存の日本人の基準値（文献値Ａ及び文献値Ｂ）と比較した。その結果、今回の

対象は、文献値Ａ14）及び文献値Ｂ15）と比較して、部分的には年齢によって若干体力水準が高い傾向を示した体力項

目もあったが、全体的に男女とも各年齢層で特に目立った体力水準の優劣はみられなかった。これらの結果から、今

回の対象は、男女とも各年齢区分において日本人の標準的な体力レベルであると考えられ、Table5及び Table6

に示したΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（ＷＲ/ＢＭ）の５段階評価基準は、日本人成人男女の基準値として妥当性が

あると考えられる。

本研究の結果において、男女とも20～64歳の間でΔ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の平均値と年齢の間

には概ね直線関係がみられた。この平均値と年齢の回帰直線に基づき、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）

における加齢に伴う変化率及び性差について、以下に考察する。

まず、加齢に伴う変化率について、Δ%HR/ΔWRは、男性では10年間に7.6%の割合で、女性では10年間に6.8%

の割合で緩やかに増加していた（心肺持久性としては低下していた）。また体重補正値であるΔ%HR/Δ（ＷＲ/Ｂ

Ｍ）は、男性では10年間に6.7%の割合で、女性では10年間に8.1%の割合で緩やかに増加していた。V
毅

O２ max及び

V
毅

O２ max/BMの加齢による低下率は、概ね10年間で３～13%と報告されている16，17，18，19，20，21，22，23）。これらのことか

ら、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の加齢に伴う変化率はV
毅

O２ max及び V
毅

O２ max/BM とほぼ同様の

傾向を示すと考えられる。

次に性差について、Δ%HR/ΔWRは20～64歳の間において女性は男性よりも概ね53～49%高い（心肺持久性とし

ては低い）値を示していた。また、Δ%HR/Δ（WR/BM）は、20～64歳の間において女性は男性よりも概ね19～25%

高い（心肺持久性としては低い）値を示していた。V
毅

O２ maxの性差は、思春期以降、概ね25～30%、V
毅

O２ max

/BMの性差は、概ね15～25%であることが報告されている17）。これらのことから、20歳以降の性差について、体重
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Table6.RegressionequationsofagetoΔ%HR/Δ(WR/BM)forassessmentstandards
andassessmentstandardsat20,30,40,50and60yearsinmenandwomen

nemoWneM
Mean 0.181 × Age + 23.38 0.258 × Age + 27.07
Mean +1.5SD 0.245 × Age + 28.87 0.351 × Age + 32.67
Mean +0.5SD 0.203 × Age + 25.21 0.289 × Age + 28.94
Mean - 0.5SD 0.160 × Age + 21.55 0.228 × Age + 25.21
Mean - 1.5SD 0.117 × Age + 17.89 0.166 × Age + 21.47

20years 30years 40years 50years 60years

Mean value 27.0 28.8 30.6 32.4 34.2
Very poor (Above) 33.8 36.2 38.7 41.1 43.6

Men Poor (Above) 29.3 31.3 33.3 35.4 37.4
Average (Above) 24.8 26.4 28.0 29.6 31.2
Good (Above) 20.2 21.4 22.6 23.7 24.9
Very good (Below) 20.2 21.4 22.6 23.7 24.9
Mean value 32.2 34.8 37.4 40.0 42.6
Very poor (Above) 39.7 43.2 46.7 50.2 53.7

Women Poor (Above) 34.7 37.6 40.5 43.4 46.3
Average (Above) 29.8 32.1 34.3 36.6 38.9
Good (Above) 24.8 26.5 28.1 29.8 31.4
Very good (Below) 24.8 26.5 28.1 29.8 31.4

Unit of values: [%/(W/kg)]
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補正値であるΔ%HR/Δ（WR/BM）は、同じく体重補正値であるV
毅

O２ max/BMとほぼ同様の傾向を示すと考えら

れるが、Δ%HR/ΔWRは V
毅

O２ maxに比べてかなり性差が大きいと考えられる。このことは、Δ%HR/ΔWRの

絶対値は V
毅

O２ maxの絶対値に比べて体重による影響を受けやすいことを示唆している。

最後に、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）の個人差について、本研究の結果では、変動係数（SD/平均

値）は男女とも20～64歳の間で概ね14～19%で、加齢とともに個人差はやや大きくなる傾向であった。V
毅

O２ max

の変動係数は男女ともいずれの年齢においても概ね10～15%であることが報告されていることから17）、個人差につ

いても、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）は V
毅

O２ maxとほぼ同様の傾向を示すと考えられる。また、先

述したように、Δ%HR/ΔWR及びΔ%HR/Δ（WR/BM）における、加齢による変化率は、男女とも10年間に７～

８%であったことから考えて、加齢による変化に比べて個人差が大きく、たとえ高齢者でも若者の平均以上の値を

示す者が多くいることも考えられ、個人差には特に留意する必要がある。
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